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漢 字 の 教 え 方
岸 陽 子
漢字は漢民族によって生み出され,か れ らの間で発達した文字で,そ れ目
が日本にもたらされたのは今か ら千数百年 も前のことといわれている。や
がて 中国大陸との往来がざかんにな り,漢 文化の摂取が すすむにつれて,
おぴただしい漢語が 日本人の生活の中に流れ込んだ。わたし達の祖先は漢目
宇を巧みに活用 して牟塗を創 り出し・漢語を存分に駆使して 目本語 を豊か・
にしてい6た.今 目でもわた し達が 日常読み書 きする文章は,全 体の文節
の約40%が 漢語 を含む文節か ら成 り立っている。漢字,漢 語は本来,外 来・
の文字でありことばではあっても,長 い年月の問にわたし達の祖先によっ
て血肉化され,日 本の文宇,日 本のことばとして生きているのである。 し.
たがって漢字 ・漢語教育は外国人を対象 とする日本語教育の場においても
重要な一課程 として・その科学的な指導法が確立 されなければな らない。
今 日では漢字制限が行なわれているとはいえ,中 国人,朝 鮮人以外の外
国人にとって2000字 前後(当用漢字1850字 以外に新聞などで常用 されて目
いる漢宇は約225字 〉の漢字を習得 し,そ れ らの漢宇の組みあわせか ら成
るおびただしい漢宇藷いを理解 し駆使 し得るようになるのはなみたいてい・
のことではない。かれ らが 日本語を習得 しようとする際にもつ とも大きな
負担 となるのは漢字,目漢語の習得であるといえよう。 どうすれば漢字を体 、







き目標 として学習させれば,い ちおう社会で常用されてい る漢宇 を使いこ
二なずことができる。 もちろん実際には制限外の漢字が相当用い られている
し,ま た文学作品や専門的な書物を読む場合にはかなりの量に及ぶ当用漢
字 外の漢字の知識が要求 される.し かしこれ らの漢字は読めればいい漢字
であって書けねぱならぬ漢字 とはわけてあつかったほ うが よい。 そ の ほ
か,社 会で慣用 されている熟字訓のことば,た とえば 「田舎」「支度」「何
時」巳何処」「大人」などは,そ れ らを 「いなが」「した く、「いつ」「どこ」
}「お とな












の組成 を理解 し,字 形 と意昧を関係づけてとらえ,字 形を正確に記憶する
こ とができる。 たとえば 「初」の扁 「ネ」を 「ネ」と書いたり,労 「刀」
を 「カ]と 書いた りするようなあやまりは減少する。





自然,人 問,動 植物,道 具など形あるものの特徴をとらえてかたどった
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絵文字である。あらゆる漢字の基本となる文宇でつぎの三種 に分 類 で き
る。
(a)も のの自然のままの形をかたどった文字。
(例)▲ →山 什→竹 蚤→鳥 鬼・→子 門→門 皿→皿
(b)二 つのものの形を組みあわせてべつの一つのものをあ らわ した 文
字。
(例)血 →血(皿 に血 を盛 った形。 古代中国では祭祀にいけにえの血
を皿に盛って供えた)
(C)も のの形の変化をかたどって,あ る状態 をあらわした文字。
(例)λ →入(人 がからだをまげた形 をかた どったもの。 古代中国に
おいては穴居生活だったのでからだをまげて住居に入る姿をかた
どって 「入る」 とい う意味をあらわした)
(B)指 事文字




















会意文字と同 じく,象 形,指 事文字を基にして形成された第二義的な文
字で,一 部に 「イ」「シ」「月(肉)」 など事物の類別を示す部分を含み,一






」は象書では 肉 と書 きあらわす.く 説文>に よれば胎児が母親の胎
内で内膜につつまれている姿 をかたどったもので,「つつむ」「まるくふく
緬 がる」 とい猿 購 妨 わしている・1包 」を韻 とする一連の形声.
文字群はつぎに説明するように,目いずれも 「包」のあらわす意味,「 つつ








(2)形 声文字に関 しては,共 通の意味を内包する文字群をあつめてグ
ルー.プをつくり,相 互に関連づけて習得させる。
形声文字は数 も多く,(当 用漢字1850字 のうち形声文字は1065字)字
形と意味を直接結ぴつけてとらえに くい文字群である。 しかし上に述べた
ような特徴,つ ま り,同 一の音符を含む文宇群はいずれもその音符のあら
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わ す 意 味 を 基本 的意 味 と して 共 有 して い る とい う点 を利 用 して,同 じ音 符
を もつ もの,い い か えれ ば基 本義 を同 じ くす る も の を一 つ の グル ープ に ま
とめ,そ れ ぞ れ の 文 字 が 内包 してい る基 本 的 意 味 をひ き 出 し,相 互 に 関連
づ け て 教 え れ ぱ 系統 立 った 理解 が可 能 に な り学 形 を正 確 に記 憶 す る こ とが・
で き る。 さ らに,同 一音 符 を含 んで い な く とも,同 音,ま た は近 似 した発
音 の 文 学 群 は 共 通 の 基 本 的意 味 を もつ 場 合 が 多 い の で それ らをひ き出 して
文 字 グル ー プ をつ くる こ ともで き る。 なお,藤 堂 明保 氏 の 労作 「漢 字 の語 ・
源 研 究 」(学 燈 社)は お た が い に似た 語 形 と共 通 の 基 本 的 意 味 を もつ 形 態 素
の グル ー プ を単 語 家 族 と して解 説 した も の で ・ 上 に の べ た よ う な 文 宇 グ
ル ー プ の 作 成 に は た い へ ん役 に立つ 研 究 ゆ え 大 い に活 用 す べ きで あ る。 当
用 漢 字 の 中 の 形 声 文 宇 の うち約 半数 は上 に の べ た よ うな 方 法 で グル ープ を
つ くる こ とが で き るが,こ こで は教 え か た の一 例 を あ げ る に とど め る。
(例)「 莫 」 グル ープ(暮,墓,幕,慕,募,膜,漠,模)
。莫 → 糞
く説 文 〉 に は 「日の ま さ に冥 か らん とす るな り。目の 翻(く さむ ら)の 中に.
在 るに 従 う」 と説 明 して い る。 つ ま り草 原 の 中 に 目が か くれ る さま を描 い・
て 「目が か くれ る`意 味 を あ らわ した会 意 文 宇 で あ る 。「莫 」 を音符 と して
もつ 文 宇 群 は い ず れ も 「か くれ て 見 え な い」 とい う基 本 義 を 内包 して い る。
・暮 綱+莫)音(ボ)
言1[1(ク〉れ、る。(ク)ら す 。
後 世 に お い て 「莫 」 が 一ない 」 とい う否 定 詞 と して 用 い られ る よ うに な,
った の で そ の 原 義 をあ らわす た め さ らに 「口」 が加 え られ た 。 太陽 が 草 む
らの 中に か くれ る とい う意 味 をあ らわ す 。
(例文)
も う 日が 暮 れ ま した 。
く











死 体 を 土 でお お って か く した と ころ。
(例文)
京都 に父 の 墓 が あ ります 。
砿か










。幕(巾 十莫)音(マ ク,ノ ぐク)
訓(一)
外 か らお お っ て見 え な くす るた やの きれ
(例文)
舞 台 に は青 い幕 が たれ さが っ てい ます 。
(幕府,幕 末,幕 僚)
』まく あ ばくまつ ばくりホう
。慕(心+莫)音(ボ)
訓 シ タ)う
目め前 に い な い 人 を 心 で求 め る。
(例文)
こ どもが 母 親 を慕 って 泣 い て い ます 。
した
(慕情,追 慕,敬 慕)































原 義 は粘 土 の 上 に か ぶ せ て陶器 の素 型 をつ くる枠,上 か らおお うの で
や は り 「か くれ て見 え ない 」 とい う意 味 を 内包 してい る。た だ し,後 世











漢字は 一つの文字が一つの語 をあらわ した もので,た とえば 「行 く」
「来る
」に用いられている漢字は 「い く」「くる」 という語いと結びつけて
指導 しなければならない。文字教育は常に語い教育と結びつけて行な うべ
きである。とくに日本語の表記 として用い与れる漢字:は音訓両様の読みか
たをするものが多いので(当 用漢字の中で 音訓両様の読みかたをす る漢字
は975字)語 い教育 と結ぴつけて読みかたを定着させていかなければなら
ない。音訓両様の読みかたをする漢字は最初は訓読みで教えて語の意味を

















あるから・ 提出順位を考えて 身近なものから習得させてい くほ うがよい。
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そ の さい か な らず そ の 熟 語 を用 い た 短 文 を与 え る こ とが必 要 で あ る。
3.書 かせ る場 合 には 厳 密 さ を要 求 しな い こと。
漢 字 は全 体 で個 性 あ る形 を成 して い るゆ え ・書 い た 時 に多 少 の ず れ が 生..
じて も読 み ち が え るお それ は ない 。 た と えば,つ ぎ の よ うな場 合 は あ ま 塾
厳 密 さ を要 求 す る必 要 は ない 。
(1)長 短 に関 して。 無 一 無
「無
」 の 中の 一線 は長 くて も短 か くて も よい。
(2〉 曲直 に関 して。 手 一手
「手
」 の字 の た て の線 は垂 直 で も曲 が って もよい 。
(3)つ け るか は なす か に 関 して。 月 一 月
「月
」 の字 の 中 の二 線 は つ け て もは な して も よい 。
(4〉 とめ るか はね るか に 関 して。 内一 内
「内
」 の字 の 右 下 は はね て も とめ て も よい.
(5)と め るか は ら うか に 関 して。 用一 用
.「用
」 の字 の 中線 は とめて もは ら って も よい。
(6)方 向 に関 して。 風一 風
「風
」 の 字 の 中 は ノ印 で も 一印 で も よい。
(7)そ の他 。 雨 一 畢
「雨
」 の 字 の 中 の点 々は どん な形 で もよ い。
た だ しう た とえ ば,大一 犬,王 一玉,千一 干,天一 夫 の よ うに一 点 一画 が 区
別 の きめ て とな る もの は厳 密 さを要 求 しな け れ ば な らない 。
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